




【環境管理体制】  
                2021.03.01改訂 
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 役割・責任・権限 

代表者 ・環境経営に関する統括責任。 

・経営における課題とチャンスの明確化 

・環境方針の作成と社員への周知 

・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施 

・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認 

・環境目標・環境活動計画書を確認 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・環境経営レポートの確認 

EA21事務局 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施 

・環境目標、環境活動計画書の作成 

・環境活動の実績集計 

・環境関連法規等取りまとめ表の作成 

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施 

・環境経営レポートの作成、公開 

実施責任者 ・各担当業務の実施・統括と報告 

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・問題点の発見、是正、予防処置 

代表者 

環境管理責任者 

EA21事務局 

電力節減責任者 

廃棄物削減責任者 

電力節減責任者 

 

 

廃棄物削減責任者 

 

廃棄物削減責任者 

電力節減責任者 

 

 

廃棄物削減責任者 

 

電力節減責任者 

 

 

廃棄物削減責任者 

 



 

 

2.事業活動の概要 

（1） 事業者及び代表者名 

     朝倉工業株式会社 代表取締役 朝倉 栄治 

（2） 所在地 

     東京都八王子市大楽寺町 558-12 

（3） 会社の規模 

     従業員 10 名   （工場・事務所）延べ床面積 607.47 ㎡ 

（4） 事業内容 

     シール・ラベル・ステッカー・工業用銘板・カッティング文字 

・オンデマンド印刷等の製造販売 

（5） 環境管理責任者及び連絡先 

     専務取締役 朝倉 寛司 （tel）042-622-2300 （fax）042-626-8048 
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３.環境への負荷の状況 

（1）消費資源エネルギー 

 

 

 

 

（2）資源エネルギー使用量 

●電力    ※電気使用量は電力検針データより算出。 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：kWh) 
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  電力 化石燃料 水道 
平成 31年度（10 月～9月）  315,474MJ  187,478MJ 172㎥ 
平成 32年度（10 月～9月） 322,129MJ 144,511MJ 198㎥ 
令和 3年度（10 月～9月） 311,926MJ 149,829MJ 192㎥ 
令和 4年度（10 月～9月） 334,240MJ 137,245MJ 199㎥ 
令和 5年度（10 月～9月） 331,674MJ 141.832MJ 190㎥ 

 H31度 H32年度 R3年度 R4年度 R5年度 

10月 1,634 2,036  1,632 1,889 1,952 

11月 1,849 1,959  2,341  2,176 2,358 

12月 3,142 3,522  3,330  3,127 3,385 

1月 3,470 3,063  3,821  4,307 4,092 

2月 4,468 4,198  4,389  4,687 4,642 

3月 3,215 3,381  3,002  3,111 2,723 

4月 3,092 2,898  2,282  2,893 2,188 

5月 1,262 1,802  1,523  1,511 1,546 

6月 1,979 2,105  1,865  1,587 1,672 

7月 2,033 1,984  2,201  2,908 2,704 

8月 3,209 2,737  2,685  3,292 3,188 

9月 2,740 3,085  2,661  2,514 3,291 

合計 32,093 32,770  31,732  34,002 33,741 



 

●ガソリン   ※化石燃料（ガソリン）は購入伝票より算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                                                    

(単位：リットル) 

 

 

●都市ガス   ※化石燃料（都市ガス）はガス検針データより算出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：㎥) 
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  H31年度 H32年度 R3年度 R4年度 R5年度 

10月 463 371 436 305 302 

11月 434 417 353 377 356 

12月 485 489 505 355 426 

1月 287 385 247 292 231 

2月 412 393 312 229 380 

3月 439 237 446 389 377 

4月 389 253 272 211 281 

5月 452 193 145 320 296 

6月 488 309 387 291 268 

7月 433 336 367 288 394 

8月 534 308 390 407 381 

9月 429 292 285 309 229 

合計 5,245  3,983  4,145  3,773 3,921 

 H31年度 H32年度 R3年度 R4年度 R5年度 

10月 11 11 13 10 12 

11月 14 16  15 17 14 

12月 17 18 22 22 21 

1月 21 18 19 21 20 

2月 20 20 18 20 18 

3月 18 21 21 22 19 

4月 17 22 15 16 14 

5月 10 12 11 13 13 

6月 8 11 9 10 11 

7月 6 8 4 4 3 

8月 2 3 3 3 2 

9月 2 3 6 5 53 

合計 146 163 156 163 150 



 

 

●水道   ※水道使用量は検針伝票より算出。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                         (単位：㎥) 
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 H31年度 H32年度 R3年度 R4年度 R5年度 

12月 28 31 34 33 32 

2月 30 31 32 32 33 

4月 29 35 33 30 33 

6月 28 35 32 32 31 

8月 29 33 30 31 29 

10月 28 33 31 41 32 

合計 172 198 192 199 190 



 

 

４.環境目標とその実績 

 ＜環境目標＞ 

  

① 二酸化炭素排出量の抑制 

   消費資源エネルギー（電力・化石燃料）の使用量を令和 4 年度比１％削減を 

   目指すことにより、二酸化炭素排出量の抑制を図る 

  二酸化炭素排出量 電力 化石燃料 

令和 4年度（実績） 21.9t-CO2 334,240MJ 137,245MJ 

令和 5年度（目標値） 21.6t-CO2 330,897MJ 135,872MJ 

※従来の基準値：0.376(kg-CO2／kWh)を使用 

② 水資源投入量と総排水量の抑制(令和 5 年度目標値：197 ㎥) 

   手洗い・トイレ以外、特に多量の水道利用を必要としていないので目標は 

設定しないが、継続的に節水を心掛ける努力を従業員すべてが行なう 

③ 廃棄物等排出量の削減(令和 5 年度目標値：1.28t) 

    製品生産性の向上及び社内における緩衝材・ダンボール等の 

    リユース化を推進することにより、全体的な廃棄物排出量を抑える 

④ 省資源活動 

   ＯＡ用紙の両面使用や緩衝材としてのリユース、グリーン購入の推進により、 

   環境にやさしい環境保全活動に努める 

   生産不良率の削減 

⑤ 環境配慮推進の実践 

   外部から要求される RoHS 指令等に対する保証体制の確立や 

SDS の対応など回答率 100％を目標に遂行していく 

取引先への環境配慮資材使用の提案 

⑥  化学物質排出量の抑制 

    シンナーの使用を禁止とし、洗用溶剤についても有機溶剤等健康診断で対象となる 

化学物質の含有がない製品への切り替えを行い、使用していく 

 

※中長期目標 

  二酸化炭素排出量 水資源投入量 廃棄物等排出量 

令和 6年度  
令和 5年度比 

 1％減 

令和 5年度比 

1％減 

令和 5年度比 

1％減 

令和 7年度 
令和 6年度比 

 1％減 

令和 6年度比 

 1％減 

令和 6年度比 

 1％減 

省資源活動、環境配慮推進に関しても積極的に実践していく。 
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＜主要な取組事項及び環境活動計画の内容と結果＞ 

① 二酸化炭素排出量の抑制 

 

取組 

無人エリアの消灯の徹底 

自然光の取り入れによる蛍光灯等の使用を最小限

にする 

各階で照明スイッチ責任者による責任管理を実施 

冷暖房の基準設定温度を定め、遵守する 

終業後の工場内機械のブレーカーを切る事の徹底 

自動車での納品を減らすための納品効率化 

 

② 水資源投入量と総排水量の抑制 

 

取組 

各水道蛇口に節水ラベルを貼り、節水意識を高め

る 

水道の流しっぱなしの禁止 

③ 廃棄物等排出量の削減 

 

取組 

産廃業者からのマニフェストによる廃棄物量管理 

社内におけるゴミの分別化 

製造における不良品、材料、インキの低減及び生

産性の向上 

OA用紙の有効活用 

 

④ 省資源活動 

 

取組 

グリーン購入の推進 

梱包材や緩衝材の再利用 
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＜目標に対する実績の評価＞ 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

① 二酸化炭素排出量の抑制 

電気使用量は前年度比 1%減↓。ここ数年は製品生産量と比例して、使用量も横ばいである。 

・ 化石燃料（ガソリン）は前年度比 3％増↑。昨年より微増だが、例年通り効率的な納品を 

心がけており、その効果を維持している。 

② 水資源投入量と総排水量の抑制 

・ 毎年特に大きな使用量の変化はない。（主にトイレ・手洗い等でのみ使用）ただ近 3 年は若干使用

量の増加がみられるため、今後も節水の持続及び使用量増加要因についても注視していきたい。 

③ 廃棄物等排出量の削減 

・ 継続的に生産不良率の削減や無駄な資源浪費を抑えることで、廃棄物等排出量を削減することに

努めている効果が出ている。 

④ 省資源活動 

・ 昨年度に引き続き、OA 用紙の両面使用等を継続しており、新しく OA 用紙を購入する頻度は少

なく、大きな省資源活動になっている。 

⑤ 環境配慮推進の実戦 

・ 外部から要求のあった環境調査依頼に対して、外部窓口・担当者を置き 

現在のところ 100％回答を遵守している。 

・ 取引先への環境配慮製品（資材）の提案も行っている。 

⑥ 化学物質排出量の抑制 

・ シンナーの購入を中止、また有機溶剤の含有が無い洗用溶剤の使用を継続しており、 

     化学物質排出量の抑制に効果がある。          
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  二酸化炭素排出量 

R5年度（実績） 22.1t-CO2 

R4年度比 ほぼ増減なし 

  評価 

①二酸化炭素排出量の抑制 ◎ 

②水資源投入量と総排水量の抑制 ◎ 

③廃棄物等排出量の削減 ◎ 

④省資源活動 ◎ 

⑤環境配慮推進 ◎ 



 

 

＜令和 6 年度の環境活動計画の取組＞    

    二酸化炭素排出量、水資源投入量、廃棄物等排出量の前年度比１％減を環境目標に 

    その削減に向けて、それぞれ下記の環境活動計画に取り組んでいく。 

 

（1） 二酸化炭素排出量（R5 年度：22.1t-CO2）の削減 R6 年度目標値：21.8t-CO2 

毎年の車両による納品効率化は二酸化炭素排出量削減に大きく影響してくるので、次年度も継 

続して活動の主軸として行っていく。 

（2） 水資源投入量（R5 年度：190 ㎥）の削減 R6 年度目標値：188 ㎥ 

次年度も継続的な節水を心がけていく。 

（3） 廃棄物等排出量（R5 年度：1.12t）の削減 R6 年度目標値：1.10t 

年度の生産量によっても排出量の増減に影響が出るが、毎年度、製品不良率の軽減は継続

的に行っていく。 
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５.環境関連法規 

    

   弊社に適用される主な環境関連法規は以下のとおりです。 

※ 環境関連法規に関して、過去 10 年以上関連機関等から違反指摘や訴訟等は 

1 件もありません。 

 

（6） 消防法 

危険物管理 

消火器等の設置 

 

（7） PRTR 法 

化学物質等安全データシート（SDS）による情報提供 

 

（8） 廃棄物処理法 

産業廃棄物の委託処理契約 

マニフェスト管理 

一般・産業廃棄物の分別 

 

（9） 有機溶剤中毒予防規則・危険物規制に関する規則 

有機溶剤の購入量管理 

有機溶剤（シンナー・ガソリン）の保管・管理 

有機溶剤取り扱い者の健康診断（年 2 回） 
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６.代表者による全体の評価と見直し・指示 

    

今年度、消費資源エネルギー全般についての環境目標が達成できたのは社員全員の努力結果であり、 

継続して環境負荷削減を目標とするエコアクション 21 の活動を実行している成果でもあると思います。 

来年度も今年度の数値に満足することなく、目標達成に向けて会社全体で努力する所存であります。 

 

 

              令和 5 年 12 月 13 日 

                         朝倉工業株式会社 

                          代表取締役 朝倉 栄治 
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